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提案理由 

 ２０２２年３月の芦屋市議会第１回定例会において議決した「ハラスメント対応に

関する決議」を重く受け止め、その後の履行状況を市民に知らせ、議会としての責任

を果たすため。  



芦屋市議会のハラスメント対応についての決議 

 ２０２２年３月芦屋市議会定例会において「ハラスメント対応に関する決議」を可決しました。

この決議に至った経過をお知らせします。 

２０２０年６月議会において、大塚のぶお議員（以下「元議員」とする。２０２２年５月に辞

職）が、ハラスメント事案の問題を取り上げ、表面化させたことで、ハラスメントを受けていた

職員（以下「当該職員」とする。）のことがマスコミを通じ市民の皆様に伝わりました。  

その後、当該職員がハラスメント事案において、公表の同意をしていないという事実を調

査した議員が、２０２１年９月議会において、「大塚のぶお議員に対する問責決議案」を提出

しましたが、元議員の意見が正しいとみなされ否決されました。 

ところが、同年１１月に一変して当該職員から公表の同意を得ていないことを自ら述べ謝

罪されました。芦屋市議会として、２０２０年６月以降、元議員の発言を正しいものとしてハラ

スメント事案に対する議論を行ってきましたが、本人のこの謝罪を受けて当該職員のプライ

バシーが守られていなかったことを知り、問題であると考え、２０２２年３月に冒頭の決議を

可決しました。この問題を個人の問題として対処するのではなく、これまでの議会の対応を

議会全体が反省し、再発防止が必要であると受け止めました。同決議では再発防止に努め

なければならない旨を明記するとともに、「芦屋市議会ハラスメント等防止に関する指針」を

作成し、議員相談員の配置や研修を積み重ねてきました。 

元議員からは、この経緯に即し、謝罪文を記載したビラの配布とホームページでの謝罪

を行い、今後も機会を見て市民に周知するとの報告がありました。議会としても元議員の反

省を促し、行動を確認し、その結果を市民に周知する必要がありますが、元議員が２０２２

年５月末に一身上の都合により辞職したため、議会としての直接的な関与が困難となりまし

た。辞職後の行動について、正副議長が状況の確認及び事実確認のために面会を行いま

したが、議会からの質問に対し、元議員からの具体的な回答はありませんでした。 

芦屋市議会では、冒頭の決議の内容を重く受け止め、議会として取れる対応を進めてき

ました。２０２２年３月の決議に「不適切にハラスメント事案を取り上げた議員は大いに反省

しなければなりません」との記載もあるように、市民の皆様に対し取組結果を報告する必要

があると考えておりましたが、元議員からは議会からの質問に対し、具体的な回答がなかっ

た旨を報告いたします。 

芦屋市議会は今後も、職員のプライバシーを守り、責任を持って誠実にハラスメント問題

に取り組むことを決議します。 

芦 屋 市 議 会


